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クラスペディア代表　吉岡和佳子氏

3.8国際女性デー長崎集会

連合九ブロ2019男女平等参画推進フォーラ
ム ～九州の仲間と交流・学習～

　2019年5月11日（土）～ 12日（日）佐賀市四季彩千代田
館において開催されました。連合本部・九州地方連合会
から81人が参加し、うち連合長崎からは7人（女性委員会
3人）が参加しました。
　1日目は、連合九ブロ代表幹事（代理）連合佐賀青柳会
長からあいさつの後、「連合がめざす男女平等参画社会の
実現に向けた取り組み」と出して本部提起のポイントについ
て井上久美枝総合局長から説明がありました。その後、
分散会として9班を3つの課題テーマ「職場における男女平
等の定着」「家事シェアを考えよう」「セクハラに気付いてハ

ラスメントを考えよう」に分けて、課題ごとのチェックシートを
もとに各班活発な議論・意見交換を行いました。
　2日目は、講演「イクボスから人生100年ライフシフト～働
き方改革は生き方改革」と題した講演をNPO法人ファザー
リングジャパン代表理事　安藤哲也さまから受けました。
　なぜイクボスによる働き方改革が必要なのか。私たちは
今、社会の大きな構造的変化、そして自らの生き直しの
問題に直面をしており、働き方の改革、ワークライフバラン
スが求められています。子育て世代の出産育児時の離職
者や40 ～ 50代の介護での離職者をいかに防ぐかは、企
業の喫緊の課題となっており、どうすれば働きやすい職場
になるかを話し合い実践することが重要です。女性や若者
の活躍、優秀な社員の確保がイクボスを作る組織への好
循環につながっていきます。イクボスが増えれば社会は変
わると訴えられました。
　最後に井上局長から「普段、議論する場をもてない企業
が多い中で、日常生活の中で気づいていくことが大切。
働きやすい環境をめざし、頑張って前に進むことを望みま
す」とまとめがありました。

　201９年3月9日（土）長崎市民会館大会議室において、
『3.8国際女性デー長崎集会』が開催されました。
　この集会は、150年以上前にさかのぼり、1857年3月8
日ニューヨークの被服工場で働く女性たちが、低賃金・長
時間労働に抗議活動を行ったことが起源と言われていま
す。その後、1908年3月8日女性労働者たちが賃金改善と
労働時間短縮、及び婦人参政を求め「パンとバラ」を掲げ
デモを行ったことが始まりで、以来、この日は「女性の政
治的自由と平等のために行動する記念日」と位置づけら
れ、世界各国で様々な行動がされています。連合長崎で
は1996年から春季生活闘争の統一行動として位置付け、
全国の仲間とともにこの行動に取り組んでいます。
　今回は、仕事と充実した私生活を両立させるためには、

時間を有効に活用するための時短策が必要ということか
ら、「忙しいあなたへ　サクッとはかどる時間管理術」をテー
マにクラスペディア代表吉岡和佳子氏を講師にお迎えし講
演会が開催されました。
自身も子育て中というこ
とで、すぐにでも職場・
家庭で取り入れられる時
短術は大変参考になりま
した。ポイントとしては、
ついつい後回しになって
しまう「投資の時間」（緊
急ではないが重要な時
間）を生み出していくこと
が重要とのことです。

～めざせ「追われる日々」
　　　　　  からの脱却！～
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①委員長：高田　美穂
②日教組
③美味しい食べ物探し
④女性委員会２年目です
が、楽しい仲間といろ
いろな話で盛り上がり、
職場のストレス発散の場
になっています！

①副委員長：西崎　愛希
②ＪＰ労組
③ダンス、映画鑑賞
④２年目になりました。楽し
く活動していきたいです。

①事務局長：五反田智子
②自治労（川棚町職）
③お菓子（特にチョコレー

ト）の新発売を探し、食
べること
④月1回の幹事会で業種
の違う委員の皆さんと意
見交換を行うことは新鮮
で勉強になります

①幹事：坂本久美子
②自治労（長崎市職労）
③ミュージカル鑑賞
④他組織組合の人たちと
学習会、交流を通して、
未熟ながら、働く女性
のために何かお手伝い
できればと思っています。
1年間どうぞよろしくお願
いします。

①幹事：北島　洋子
②基幹労連（ＭＰＨＳ労組）
③水泳・旅行
④色々な環境や職場で活
躍している方々のお話を
聞いたり、話をしたりし
て、勉強にもなるし、楽
しく活動させていただい

ています。

①幹事：安藤　里奈
②電力総連
③旅行、グルメ散策
④皆さんとのつながりを大
切に、楽しく活動してい
きたいです。慣れないこ
とも多いですが、働きや
すい職場づくりの力とな
れるよう、頑張ります

①幹事：村山加奈子
②情報労連
③サウナ
④組合員一人ひとりの力を
結束し、より良い職場改
善を目指します！

①幹事：城下　麗子
②全労金
③旅行、映画鑑賞
④幹事会のメンバーで力を
あわせて頑張ります！

左から　坂本幹事、五反田事務局長、西崎副委員長、高田委員長、
　　　　北島幹事
枠内　左から　安藤幹事、城下幹事、村山幹事
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　2019年6月29日（土）長崎県勤労福祉会館において男
女平等月間学習会が開催されました。　講師にNPO法人
ファザーリング・ジャパン九州／株式会社OZ Company 
代表取締役 小津智一さまをお迎えし、「イクボスから人生
100年ライフシフトへ～働き方改革は生き方改革」を演題に
ご講演いただき、参加した長崎県内の各構成組織の組合
員や連合の役員など85名が熱心に聴講しました。
　脱サラし、株式会社OZ Companyを創設されるまでの
人生の転機、創設後のご苦労など、小津先生ご自身の経
験をお話しいただいた後、「イクボスの必要性」と「なぜ自分
ごととして取り組む必要があるのか」についてご講演いただ
きました。
　これまでの人生80年時代においては教育(～ 22歳)、
仕事（～65歳）、老後（～84歳）といった3ステージ制であっ
たが、これからは人生100年のマルチステージ制の時代が
到来するにあたり、「生産性資産（スキルと知識）」「活力資
産（健康・友人・家族・愛）」「変身資産（変化と新しいステー
ジへの移行を成功させる意思・能力）」といった３つの重

要な無形資産があることを学びました。
　人生100年“社会”において、「『生き方＆働き方改革』を
進め社員一人ひとりが人生を主体的に楽しみ、チームで成
果を上げ続けられる組織を目指してください！」という言葉
で講演を締めくくられました。

①役職：氏名
②産別（単組）
③趣味
④一言

「男女平等月間学習会」～仕事以外のコトに資産が詰まっている！～

役員紹介


